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昨丹者環預始後早期こアノレカレミア環襲で出現する回路内の車液i麗集塊形成

論文内容の要量

呂的:ヘパリンによる充分な抗議題管理下にもかかわらず体外措環開始後早期に回路内

に血液装集塊を形成する。その機序は解明には至っていない。血液疑集塊形成の主な原

菌として血小薮議集 a 血栓悲境超国設とアルカレミア環境で出現する「いが状赤血球J
超国翠とがあるα 我々はすでに invitroでヘパリン存在下におけるアルカレミア環境で

は血小板装集 6 血栓形成は充進せず、 pHのアルカり化に伴い九百が状存iIil球j の出現頻

震が増加することを示した。また、同環境でアルブミンの存在は fいが状赤血珠j の出

現類度を抑制することを示した。そこで、本研究は既暁究結果を踏まえ、ヘパリン化牛

J血を用いた再指環田路を使用し、体外語環開始接早期に出現する血液疑集塊形成とアノレ

カレミア環境で出現する fいが状穿皇室空j との関係、およびアノレカレミア環境における

アルブミンの血液凝集抑制効果について検討した。

方法:JMS社製の体外措環装置を用い、再構環留路内でアノレカレミア環境は充填液に様

々な濃震の提君愛水素ナトリウム (Na百COo.)を添加し作成した。また間環境のアルブミン

による車寂装集撞形成持制効果は充填按に各護濃度のアルブミンを添加し血液疑集塊形

成を確認したα 測定項呂は血液 pH、血液装集捷形成によって出現する静脈リザーパブイ

ノレタ内外の液高差担[old-むp)および人工肺前後の圧力損失、赤車球数減少率とした。ま

た、回蕗内に出現した血設軽集塊形成のため圧力損失を生じた人工障の表面を電子顕微

鏡で:罷察した。

結果:血按 pHはすべての実験条件で上昇したが、回路内の血譲J筆集境形成は HCO;"、濃度の
上昇に伴い増加した。また、同環境でアJレブミンの存在は車液凝集塊寿成を抑制した。

さらに、人工時表冨の電子麗樟鏡所見で盛譲軽集塊内に fv、が状表血球j の存在を明ら

カ斗こした。

考察: rいが状赤血球j は赤車球膜内外の p狂のアルカリ化や HCu3-濃度等で変化する

Dontt3n平構比の抵下lこ伴い出現し、アルプミンは DOnDan平衡比の抵下を抑制すること

で fいが状赤塩球j の出現を持制すると考えられる。よって、体外錆環開始後早期に出

現する車被疑集塊形成はアノレカレミア環境で出現する fいが状赤血球j に起因する場合

があり、克填薮へのアルブミンの添加はこれらの血液疑集塊の出現を抑制する。


